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瞼勒魃颯
ス魏考彙亀霧髪尭 墓んが多しヽてくれました`髪在Z魏 墓ん ,■象参髪髪を基れ ,■ じ

るられ、表緩参絵 ,■髪後で篠かれたz数です,実穿の作轟 :まス承なキャンノ三ス :二多んヽ
れてお 参、今筵アシ髪統 ,■ その 1纂身です。 議tt多義こ多い務が多え為奪易なので考

―

が、カラーで霧分することができず、髪念です。学生多を′t.″耗準の多彩彼為多ア
ィール ドでボランティアを してお 行、その行ご棄身分イラス 薯がグプズすこ後歩嚢た
ことが給の筆葬な髪まF者 うからをすななられをのこと̀ 亀魏さん参ご難象を髪箸 1/て
お多重考

~を         ‐

鉤魏鰊隋鯰鰊魏蜀魃瘍剋鸞氣
彦眩鸞L毎 嚢勒鯰鐘多貴纂鰺りで鶴L歓す。爾悽墾lご シス 乙=な アルをな重ガ

ノ、な義
=メ

多モチーーフ,こ わたデザイン等を、な嚢ダメ,こ なするもりでわた
薇呻浴夕軋りで鶉纂棋せん。な最

=メ
参琵又饉萎鍮蓼は第等、舞甕んヽ名隆 {

扮襲
=rl_―

蝙ゎ け鯰亦る方鐵,ぜひ―鍍顆墓れたとはって髪毎Lて みてくだ参
鶉。わ薇又L荼 鍮量けな絵脅舞わらなで舞な意夕.

聰撃イメ :鰊
鼈已 :鰺 隧。 (甕上がなな巻プを獲るこなり禁す。シ
躊蝋悽 :メ 隋鐘蓼懇譲鬱んが、数髯鍮冬は多√考蟹秒方 ,よ 、お辱轟,こ

■はじL箋 察官を
聰難ヅ呟鰺 :黄咸事務羅,こ攀甦ス嬢メールで斃魏 扮了基懇L.
鼈①箋接修贔 :〒峯了は一け鬱予壌童予賣彦診をた方礫霧壕亀露甦鞣0-嗜 7華 ゐ一彩貧乏

魏纂扮ミガメ饉躁量 マ藝レター ト膨―鶉斃影
薮メールやは食は :鋼霧は :gtte.新z 家で

多k,こ 多マ膠≫ター トラー嚢勒聾不くれて斃盪 琴下薯多整を

多彩
～
4～マ彦ン・ウー 多ラー 4は潅多:多参7ダち:ゲ ;鐘 .凝%葬多 ,こ う羞象ってし.多七姦

=

多多奪.数多鋒 ,こ 鐘ギ歓扮権姦狼らち甕蒻とな霊え蓼管みを発だ毅.孝κて:蓼 .最近讐
逸〃ノ嬌多彩を通惨霧悪ことが轟彦震す。今登〃プを琴 けたちLえ 接亀参勇ガプをそ髪
参たりLえ ちゑ貯豊脅多でな菫ガノ,こ なゎみよ多すこなっええ.参 亀〃プが多をなえなど,

ラ勇〃オ 班饂参軋全でや入を、多を絃爾リン 峯ラー 葬ラーと考碁轟を多髪後毎たしLと

こうL多 すこ

奪≒
鶯熙妙褻



隆眸醗亀鬱魏亀轟

争ミガメ基礎購庭 種確

角メの「オザキ』と「入鰹鍮髪瑾

魏爽又霧 華薇華録

マリンター トラーall猛

「擁録て参ミガメ:こ 鷲してア Fバイスを受ζすた

繭堪轟英鰺さん重 亀蝙藪畿 機壌番券

争ミガメの民鶴 6

封震のぬ 卜と参ミガメ 鴬
一羅感のアオ参ミガメー 籐井鰊章 毒攀毒鰺

事務轟より

難本hなおけるフオ参 の行勒進辣聰了鯰翁

攀島は食  撃馨幸砕
が
舞

ヽヽ
鶴

膊戸窒達の予グーンで魏雉 わたなミプメ霧鰺

橙骰饂翁 菫 醸贔鰊難魏 秦肇澤蛉

會菫ガメ腋甕憂 4馨ランテグアク鍮轟轟

「多数教薙轟参ご案 ,た し
「ジボンマダ孝フトを残つてクt〃ノ多孝貌
条饒で轟数はな難ダメ菫緩～インター多フ葬鶏～
「髪多t〃tし 新嚢多姦簿を多撃:

「インクーネプト寡多多ゴ篠クし
「多夕をし.ただしLた方J

「多多疑こシ主な幾多L

「多象多Z二

接 能 鑑震 鶉

蝙



ウミガメ轟獲蝋筵褒

カメの 野オデキJと 「入量の発二

イラス ト1参 形ヨ輩

ウミガメ:こ
「オデキ」瀑1できるこ

とをご存舞だろうか ?皮膚や菱霧に
カソフラフー致参鍾場ができる、フ

ィブ奮バピコマと呼ばれる脅携がそ
れである。1987年 にアフリダのキー

クエス トで、1つ各8年 ,こ ハフイのオア
フ島でそれぞれ発見された後しばら
く確認基れていなかつたが、こり拿〇年
生 :こ フロソダとハフイで急激に広ま
り、そ参後な鷲界各地で見つかるよ
う:こ なってきた。待:こ アオクミガメ
参義律が多く霧患するが、アカウミ
ガメ1計 ヒメクミガメ、ヒラタウミガ
メでも発表髪が轟る。髪多 ,ま表猛で、
それ萎修が葬華で死た至ろt器で,i

なく、また多集治をすることも斧み
れてしヽそ`と を1う と、大した多気で
,■をしLよ うに思子かも雛れなし1か 、
会を準移薙:こ できた髪蒻が多後で多

多か纂%:こなつたり、た髪 :こ絡ま季

をすくなった多するなど寺甕接鋳な
ダメージかす二募るスをし■ それ

'こ

、

毛:三 角、えた葬がグ筆テスクで基ろ
=

姦纂主貴猛孝鷲峯参教髪が多Z移
甕ケLた髪工よると、ス参ガン,i髪鍾

織菫慶舞

幾要素が7魏、環鏡が3害イだそうだっ
こ参脅癌について,ま、まだ票理が確
定していない。脅家に稚った警体か
らは必ずヘルペスクイルスの一種参

透蒙云物質が見つかることから、この

ウイルスが舞与していることはまず
毒違いない。その一方で、遺伝物質
んt発甕していない傷体からも見つか
ることから、復今要難がはたらをヽて
をLる と考えられ、誇築物質やス トレ
スなどが取りぎたされてきた。その

拳でも、最近箸
'こ

注匡を集みている
ものがある。熱帯性参壼藻の一種

炉鰊 聰 箔 i露仏 姦
てしヽるという説であるを発生が多しヽ

海域で:ま確か:こ この董姦が繁茂して
をヽたり、こ参菫姦が彦生する権質参

律菱蓄多賓を発甕な鷲係んt見つかつ
たりするなど、致麦菫発,ま髪しヽつつ

れる。ダイバーか各寄せられる舞撃
傍機をこまれ,ザ フィブ=二 ぎ奪マ,i躍

代で iシ 念教 :こままりつつみるようだぅ
多貌こ老教亀 :二多しヽ二参多姦参分姦域
か葬塚 ,こ まで拡大してきたことん1%
霧暮れ、それ発iラ :を 全,こ なつ

‐
t~6参

だとすれ,ず、しLか ,こ ちマス菫三受 :′

しそうな.髪多多雑な議 :こ なるっ しか
し、事参翼%と影髪:i今後の形究を
行ちたしLぅ ちなみを■.■ 参髪姦:=■ .

多多で,■そ寿%嫁かみ F九ゑ参髪誓
をしヽうなんをも=マ ンチプクを考夢
名がう,′ 尋れてをLろ

=



マリンタ基 トラーEll鐘

「魏鋳て参ミガメ:こ 熙猿でア 舞バイスを受けた
魏名麟葵簸さん達

亀鰊 薮畿
影がウミガメな舞密をもつたのな

l甕年の夏のことでした。そ参孝な知

多手島なオープンした務舞:多 ビーーチラ
ン菫こ数めていたな:ま、近所の若を海

孝でウミガメがな葬してし1る とをLう 墓
絡を受ますて、髪時の上鷲であった舞本
一なさんと夜の多裟 :こ 幾かけたのでし

た今ア拷ウミガメ参産奔をみる分,iそ

れが擁みてで、多義 :こ象 ,ブしヽ:二 なって、
多数深 <観察したらでした多老んだ場

髪猿海ネ蒻場、このまま嫁脅するわます
:=■を'かなを1.良 しヽことえ髪整しヽことか

,■考えらせず、ど―チラン
=こ

グ話を逐
んだのでした.

塞て、多界を保護したも持参、ど参よ

多:こ舞七多せてしLを L参 かL全くれ鰺考
ません手墓っそく、脅議象象を始みま
したこそ参考、ま多大学作多戸幾多実
多霧 :こ ある承族筆でかつてクミガメ参

多「を多イ貌墓せたことが多みを暑孝.電
彰で裂しヽ今おそて考募してしたただ←た
多が奪峯彩多髪墓んだつたみです

=

象多 :こ 象:峯れてし―なtt身 ですが、葬

本でク貫ガ/多み子究が分4毎 才:,た ら

,■ ■み隻後孝:だ をし'っ ても髪多で,■ み
しません多み為多士免考士が奏二でを

葬したアルクt〃メ寿みを考化墓考 .

そ多発生:こ 甕する菫こ象を多多多多孝を
しヽ多彩羮難,こ 髪豪者たみ,髪 参彪:彰午券二とで
した。そ券後,多孝考

´
三峯考士が多多多

れL全攀みヂiガノ:こ 霧する考孝を蒙
多多毛 し,舞 孝考多寿ア拷クニ〃ノ.

タイマイ.髯
―
す〃ノ考=/サ 三〃プを

生後学≒二多チした多,■ :多年f竃 参二
身です,そ参獲多 t身レって.葬 4琢墓

んt卵を霧化墓者たことがあつたのか

らしれません。
舞名燿さんのア ドバイス渥 り、発麹

スチ奪―ルの籍の幸:こ 砂を入れて参を

入れて髪化させるこれこしました。蓋
まましっ力=り したなうがよい、 とをLラ ア

ドバイスに、好数ができなくなるので
:■ を′狂ヽ猛した就後があります,そのた

みかどう考■■恵透■ましたが、葬参 ‐多多
,■ニフトリの舞芽霧 :こ 入れた装簿があ
多ます.そ して.2ヶ 燿後、発毛スチ
年一ルえで舞化した子ガノが7τ愛かつ

たこと,今でも手の生で多く子ガメ参

髪髪 ,■党えてしヽますを奪名琢さんと雛
窄今・_たの,■ ,そんなことからでしィた多
なが霧名燿さんを奪教する多,■、妻

筵がら簿物を学グラとする姿勢です
=

なが後集して,.4ク 竜ガメ之孝 ,こ 箸々

舞名塚喜んんLも 参多多が多 ります。髪
らんL:こ なった事実参みが多々と菫縁墓
れてしヽます。そらそも笠密多三髪を生

後をしヽ多も多,■、こんな
=影

が多髪多多
れて菱象を凝みか,こ するも√シだと思をヽ

ます.そ参
=多

だ
`′

で,■脅も多らなした

か 1シ しれ́なしヽが、多ス.イ
.イ

かを形らそ
た,二 葬名孝墓ん寿霧多,==そ みな慈
りLを塚しをヂフです`考脅子,■多贅寿イ|´

学身寺で,■幾多募葬がちです`■多参

老猛子考生活各髪′う
´
をとみえて後毛を

多える■拷学が重要後峯れる多多L髪
秦箸獲れ多{多デ・―夕を多髪黎そなが

毎.今毎を萎ろか:こ してをL{霧携学寿

:た髪募をL舞名象を考多彩多を見るた
び

'こ

塚しろ身です,

骰



拶釉躙メ辟貪雉 鰊

又鰺鶉瞑 旱趙輪浴屏踪

―鰺釉辟仄辣了%ヽメー
酔幸7多 li琵 参第1多藁葬孝クt〃メ金

髪 4杉 子易会姦,,こてL署鵞・馬 移を教
ダレクtガメ多■後を幾多」としたうタイ
トルで舞髪し暮そて歩ただをました。
こ多発表参もとをなった多多嫁、排多7

年葬琵:こ 葦髪免学費多学孝究所参ブ奪ジ
ェクトで行ったも作で、2参鍵午多馬資行
参 葬疑多支七髪酔号 〔妊貴髪多夢発
行ク :二 多蓼くまとみる予定ですっここ
でな、考馬の名 分とクミプメ:こ つしLて 、
考馬壽幸参笏宅暴毛後 ,こ数つて葬介蓼
てみましま多多
封馬の後髪髪 ,こ 三毅 4つう,れ ラヽ象

務があ多ますを二五,■.亀 葬4な 麺{,
多警多分猿か、考スこシ持多が今 ,こ牽わ
るところとして筆もれてしヽます。ちな
みを■.髪子島参象考堆参多象をit考孝
持多か象承塞れ、著参髪年生まで,多毎
年3彙 ,こ .ク tプメを食=て多みををみ
髪祭号が行われてをたました,封馬を形
子島,■ を多こ考毛,■舞髪しヽ名ですが,

そ参考鯵で安tガ ノを多髪し.考孝を
死つて者たをしL予 み,■ どう歩うことで
しiラ 為■ 筆者多身Liだそみみえ,■

蟷輯餃屹
え薙してしLま そんが.多察数を1多劣で
轟ると悪しヽます。

ともかく、考馬参考髪 移三後で,■ .

蒙イt葬多、クtガメ多琴形を髪しヽてす
=し・をする行多がな承墓れて髪ました,

こ参誓髪猿姿家多のカメを形をしたこと

も姦る真多ですが、基本的な絃ク貫ガ
メでみったと思われます,封馬で亀 許
を乞承してをたみな、三数だけで,■ み
参ません。江戸箸:竜まで鎮、封鶏身π

多″ ,こ後数彙亀 卜を後承する象務がら
参ました多江戸籍′tの F嫁島数多重を
したう孝 ,■ ,■、考馬参老 峯二饉しヽ4ク t
ガメ:■ .多イ基 :姦れ,寺童琴場で多れる

ク1〃プを尾をLi. を基参ます,多イ毛
と,■～石海岸参考纂:こ生甕する多率で

す,■ つ『多島紅多髪 :こ ,■、彼多分多
脅、本坂、三毅のシtガメ鏡庭をLる た、
とち多寿LれてをLiず

~.こ
れら参毛絃:i

をLを クiガメ,■ 、「移著琴J 4ん Lん ど
を1■ ラクをしLっ て,特がすで,こ多書で

そ多琴多 :二 嘉をLを してしLみ をし'多 みで

すを老 葬,■ Zし .そ クニ〃メを,イZ多貴
多テ多

'二

特宅こ,た毛棄:こ うしヽて,多おしLて

おくをして、三後でもクニガプを移み

多を
=え

イ拷れたを考えみら多´
:-3

『多身孝こ多勇う・み,,そ 多ニラ:こ髪み季
″し́み寺です。

多て.劣多,■ 三費
'こ

クニガノ:翼 .4

≠,か。としL多 二をを多るた多:■ .肇:髪

で多多を墓れてをた方 ,こ お髪を霧を多
した,三後で,=ア フび.すザニを弯

‐
多

をした%毛多考 手多が多んでしたが,

多多てしLろ を考,こ クi〃ノ,=金 寺こを
手二{募 予たそうで´

′
~.多

を,,■ .多多諺趾 髭 Z箋や屹鯵

骰



からZ誓菱蒻を理つた薙こう多:4移話彩

孝クですを二参務壌 :こ 鐘、議がいくつ

燿Lあ りますが、その審なカメゼをしヽラ

琢 t姦 らそうです。ここ,二 鎮カメが≧

く,こ 多かつたといいます。互数で:■務
鯵襲こ力 .メ ルiし るヽことを、 ニカメ拷七羮奎っ

とるし、名して,■ 「多てしヽる」といし1

ます
`

ガメが発れなくなったので、をを・つ髪
髪を覆をましたをしかし、三鍛み疑透

'こ

,■ ラミガメが多く、また。カノがしL

拳多二墾こつしヽて参知微ちある.を 秦う
こ々が分かりました今したがつて、カ

メを機まえようとすれ,f擁 まえら嫁し́ろ
えたちがしヽたという二≧をこなります.

ちなグ,:こ 、今′ま、髪要の多事像級が多分なくな
つて、アフど、テザニ 4ぅ 少なくなり、
カメもえなくなったとしLtt iと です。

ところで、三験で発玄えて狩たクt
ガメな毎クミガメでしょうか。孝霧お
んなiる と、考メ:二 ′

=セ
ジ考のカメと

姦装参考ノの2種多為みを思 う、とし■L

ます,セ ブそのカメと:■、三毅参降雀
,二 ずっといるカメのことです。これ ,■、
考したカメが多く、み、特センチで、をiが

孝れしヽとし1を まヽすを一〃、葬老するウ
ミガメ,■ 〒髪 :こ アジプボがつしヽたよう
な1メ ー >ル象上グラルメがあるそうです

`

二才義■多から素たカメだと孝霧みん:i

←をLま す。 :多 か寿方かも、塚考したク
tガメの写真を見若ていただをました
が,多 く,,ア 拷クtガメでした。そう
す像を、海Z:二 しヽ4セ プをのカメと鎮、
アオクミガメのことで,ま なをヽでしょう
か`若 をヽアオクミガノが考毎菱多影寺

務褒 :こ りして、それを考 多が多孝な考馬
のスたちが残ることが多歩、そ参琴彩
を亀 葬iえ を.て 孝た、としLラ ニとで,■

なしたかを急多作です。
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轟本ぽ :こ 舞け轟アオサ亀 饉讚膊了

撃孝ラミガメ機裁会で :ま 20参 7年 9舞 ζZ震 ～

`参

震3

露の23震 甕、三井能邊議髪基金の支援を受 ;サ て、

露孝鶏なお
`す

るアオ参ミガメの行動進鰺護査を行

しヽ家した。舞象罐修 :套纏多察三方上秦移若象奪壼

久斃の定澄経で遷獲書れたアオラミガメ 4千ましヽ、

獲琴長8参 1難議)です。嫉T:こ 進多経髪を確脅 します争

0/:2 考鬱::5

確奔彙潅震窪然をンターの機農 :こ ま琴斃髪後参

髪著 した後、曇久琵涛鋒教舞参雄姦

`老

鋒338°

東経毛86ぴ 〕 :こ て技焼 c

O/考 4:8:夕 3(機魏漫:'一 g/毛 フ

髭L蒸露潅
`こ

進籍を教 り、静倉4薙 て脅 く,

9/E8～ 3/ま6〔惨舞甕ラ

猛髪後罐を奮まななた電渡券髪猛が多く.

9/27-・

'C/5襲象等轟菫難 :亀鋒舞 g° 菫経考2'4・ ラ
'こ

て

観難.嬢羅践を孝轟象しヽ
'こ

警拳霧了ι

考参/5 鬱Ci:う

多窺の墓しヽ猛霊鬱罐 :え舞343・ 菫経嗜20ゲ ;

参最後
'こ

、数震:を 維ラを

考葎繹蒻甕 :毅 、ア才今義ダメ維棄%甕を、季鰺
'こよう霧遊絃参変移を舞う与えて菫要な維員を与え

てくれるなずでしたが、発意なが多23愛 舞とし1う

甕し鷲鯵甕維邊多
`二

甕蓼呼蓼な発.教舞孝島緒霧を

霧遊してしヽた9角 了傷 :寝家滋が了ガ誓雛携を考難で

轟り、これから多了するやん■ それをも裏義鍵撃
:こ 奮多るのか、そ参議費:こ 注舞してもヽまなたが、
鰺/ら 、多覆維墓諺ち弦量脅雄が髪をLた家.突数を教

て多彩が進絶え多多亀多髪窺券墓黎弦Z鑑場が多
{と もヽ多覆懇:ま ,今 轟ダメかを要まこ上雑して産葬

する時など、多髪携が髪彰甕な幸があ塞てしたる鋒

`裏

ろられ察す.

今攀券移含鐘そ券鏡蒻鶏Lら .髪籍をみ券緩
'こ

か

か響t摯上,こ 上がつたちやと考えられ多す多だと

すれ
`髯

、子よをL筆―ク彪愛らず券甕:=、 家をL舞 多

耀で二窺寺震後 ,こ老髪なたこと,こ な形多す。手蓼
を
'維

蓋死:こ つなして鐘考かけ多サろが.を 装〃ノ多
,等 多 {髪髪

`多

通秒奏多参ゑ窺老髪を攀等多わ管

て轟乙ことな霧舞銭する多象とな形家套発多家発.

亀族や髪ねたた後量が多.蒻攀髪をとを多髪髪多多
と等、や髪髪%を鑑脅貌多なたが.これ蓼てその

ような鬱維:濃 入つてしヽ家せん。霧鏡簗 {泳 もヽで
もヽ{ラ ミガメることって、議際擁な像議参取琴維
みも重要な蓼題で轟ること

`復

舞進乞L轟 琴家そん～
最後 ,こ な等蓼私たが、孝譲参を考ラしな基たつ

てご支援を理しLた 三井物産撃髪基金後、今菫ガ
メの髪燿を髪震して理しヽた髪久昆燿機織髯霧、

発饉機装着、峻銃 ,こ雛してご協力して下書つた

機弁祭海滉萎然センターの管移 ,こ ′わから疹嫁致
します。

(実 :幸 轟懲会)

姦多集二第止幸葬で脅塁髪髪後を多霧 蓼て

象焼 毎たず才参亀ダメ参 夢季ましL影

子多多1多髪多亀を多



褥簾窒鰺辟拳ゲーンで鼈綺饂た警ミプメ悽慮

廂
多縫γ奪7躍 から

'2舞
:こ か :サ て、特戸空港島

'こ

轟る予グーンで実斃 なた、ア農今ミガメ鍮象髪

老鯰
'こ

つもちて饉奮 な家す。

霧 家競議の議鋒

4嗜 )危 歌な海域での事鐘死を難ぐ

大阪湾警耀戸燿海 ;彦総議の競行が多tl上 亀イ角ナゴ濃など燿議攣

"が
鑑発ですをそのような危

険な海域で轟ら充蒻擁警燿鑑耀 :こ シミガメが入 呼邊奢と、墓しL髪窺で事教
`=遷

達 し、露壼する確

率が墓纂ことがならか :こ なってきました。魏え:菫、鰐毎 奪 :こ 羅客参ミダメ機議唾察衰友魏燿髪甕鰹

難で諄 像葬の多菫ガメ参整議 毎てしL蓼すが、その推t tt ι甕像 :彦鍾 :こ死宏 多て舞等、なか :こ :褒多髪

:=孝ズがつしヽてし1巻 躍了亀轟呼家毎た。一方、議会で4裏 Z多縫 奪と2参参4奪 :こ 攀覆拳拳菫島力1餐 参

勇ガメ参簸麦 し、スニ衛星で壌解 してしlま すが、幾多 :こ縁多家菫からえ孝諄な基たこと参甕議で

者たの,ま4鷲篠幸 嗜燿饉 毎燿ヽ轟りま彗んでした。議上の等婁よ等、え嬢湾拳髪鑑斃筵ス 呼込んだ

リミガy,ま 、安全な場所 :こ薙議す4のが入菫擁な薙置を考え蜜懇た。

42)髪 蓼つた幸ミガメ鍮髪象を確議 して競銃する

食霧参堆で嚢舞墓んやはなど,こ 参裏ガメかかか な家蓼墓れることが轟警蓼す`そ秒真ラなけ聰

〃メ,多蒻甕薪究のス惨なデータ参甕髪してく禁ろりで、窪

姿で,彦後擁議甕:こ 轟か :サ t髪識を壊蒻懇駿競なてき蓼した,

そり讐:こ :裏髪鏡我態,こ 甕筵が轟や、数競するのが′毅髪こ黎禁
ろな亀ガメ亀tl奮す手そこ脅―鋳了

`こ

ラグーンヘ確篠懇、
鐘髪家後参確諺した豊で夕:影 :こゑ鏡饗裏つと考え蓼懇亀

`

4辱 ウ 移霙:二 十ミガメ券舞わ客た髪家を重咆露懇て審ただく

葬戸秒ような機多:こ 豊承みてしヽみと、ス難髪菱意れがち
です。議戸室邊命窺しヽラグーンで今ミガメを多してもらしヽ、
多毎で蓬萎嬢 :こ 髪懇L我態のラミガメを観察し、ウミガメ:こ

翡毎みを犠びてしヽただきたもヽと考えました。

蒻 義名家その経葬
4毛 シ 多発んたもの意斃多鶏 {奎秒雛燿
笏髪なえな葬呼t燿 会でやられた後をな髪%燿 L

みtえな斃多霧鑑斃:=髪ゑ懇亀参亀ガえ多多該死
する確率が墓り・ことが予を多れ家したぅ多燿Lし ,

多多魏強を一拷ねて亀機多する基と筵発すみ甕甕
ち髪多予髪多れ多諺発をそこで,多髪秒〃々了彦
勇参蒙4発義繹多彩 :な ′iイ プ参勇〃ノ%鈴多彩ク
多髪葬多 12/埓 )と 場鰺斃粂多 :多/27,て や後貌
多多たぅるや%髪 .曇 笏髪■:五%′ろ髪霧をが多
ち|こ とを発髪蓼多蓼亀

`

象護ξたたア尭参ミガメ

葬多多考みえ二%家燿 多毎 :杉多ラグーレ

1鰺  |



(2)参 義ガメの家容
2参 0フ 奪 :こ拷戸空港で像髪 した参ミガメまま琺下の多髪篠ですを

多彰鶴考   麦移  残髪罷 象参甕 髪甕鯰所  鍵  甕響髪 (象参鋳

'各 悪ge77,多彩蒻8議 べ予 7/10  〃27  経拳家進 苓は  警物舞

Z352無   鰺鶏 4なみシア/20  727  なこ攀家髪 苓攀 72豫難
≪シ 33876 渚  726  7/27  ス鍍湾  雄  髪48轟義

多 5競争Z     邊  蒻/2  8/2  え鍾湾  影  多82毅器

鬱 姦3874,3斃 376    ;:/5  饉/参   議戸詩  雄  34稔舞

う 40337        筆/多  ::/峯   舞戸時 不後  7参務髪

な海、こ参の震修猿雛,こ修が兄られ、承たのの髪多:裏 左後数が久後してもヽ家したを

4奪 シ 甕察会を筆れた甕彦診毅秒菫斃
参ミガメを髭Й蓼した後、農メをグイバー:=よ って鰊り上げて議/:参、0/80、 窮/4、 ;2舞 (鑑

幾議ウ:こ髪象験態を譲べ家した。蒻甕理舞:多 琴髭接多重参躍定と、多滋参霧鯰してゑ鰺髪を

ど3嗜 壌霙参灘定しました。また、歌琴五:ザた鰺:こ ,ま 、参民な会舞し、議奮会などを突姥し多

した
`

44シ  競焼
多露への競競鐘:2/8:こ鑑髪家進で行なL蓼 なた,こ の霧鋳予グーンの家魏:裁 襲 度で、ア擁

参ミガメ寺笙姦する進度となて:多 拳俸種もち家蒻ですぅ家た、雇甕のス鍍湾の承震:承 露―毛惨窺

て、壼議する:筆旗接姿鍾しヽな震でした。このよう:こ家耀が下がる蒙て銭菫魏を建i菫 毎たわ:彦 ～
鮫競墓れたウ義ガメガ霧鑑充鐵魔:こ 羅髪な票つてくることを笏ぐた難です。鈴石で時鶴 奪:こ

霧み落とされた葬燿Lら 甕

`魏

した子ガプを生奎参そ琴長縫c難 :こ奮つた燿メを2ι甕多～攀争奪奪

の霊な壌焼した経験が轟讐家すが、その降、人饂湾の家滋が等 菫議下,こ ならな急ちと魔手霧:こ

轟て葬燿1な しLこ とが多鶏Lつ たがらです。

簸焼:ま 家緩135窺Oe.575分、魔緯34嚢 :3.44奉 分の難歌難薙段が島の鍵の海上まで2隻参

嬢で機進し、僣5籍 :こ行懲ヽ家した。各褻とも窪蒙:こ燿な霧ってしL参 蓼なた。その後の行浴ガ′碁

魏さえま多たが、16難 、議鰺懇室戸蒙権名参ス彩幾で耀議霧考48287が発斃されましたを二

の優律の再発舅の場所を見機鎖形で鐘=躍葬秒予彦彪等のようです
`
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拿 霧象と参震の夏寡
無 シ 篠髪幸の管理と髪菫家態
予グーンで多護 してみた機や、髪を与え蓼彗んでしたをこれ ,彦 、ウ義ガプがな界:裏髪禁てし旗

らちt鑑焼後鍾魏筵作能を甕べなくなった等、変舞こ鍾づ懇Lて な蓼多ことを窮ぐた録ですをラグ
ーン鐘発鶏とつながってしヽみた轟、愛警農二t量が多って参琴、それらが象となること参鯵舞
懇てした蓼したが、実雛電それら多多べた窺診纂確議で警複したっただ毎～多菫券像了が多べて
やは修で見らん、家た、姦霧亀菫鷲な箋嬢鶏で義轟儀が機了多てみ讐¨象霧 してもヽ轟匁券競髪
翠後 ,こ 難饉が轟る爾髪墾が膊るん.:こ なサ家なたを甕象な鐘甕髪がなしたと考えられ機箋攀雉の変
名で:彦 轟巻家すか、よび験し亀髪場で多護する,こ 雑今後嬢髪する多要が4ろ 裏つてす多蓼た、鍵
,こ難害繹轟健髪笏を左後象了贅機 貌た髪修 ,裁 ≒鑓甕 ,こ よび髪琴轟たずその費議姥Lら 豊蒙4秒 :裏

菫簿機なりLと 髪鍮懇.髪髪 毎多懇麦今婁亀、彼象の質後鬱多 :裏 惨券て,多 、♭ン トゲン 通裏って、
みたな奪象笏 ,こえな髯秒燿幸鑽Lろ 燒妙墓れたことが発議で参tサ メ:二 ふって鯵整を受

`サ

変と考え
られ家したら

42' ‐
2~民の反姦

多駿参嬢蜆:こ 季入象上器薬震がラジーンを訪れ,つ 還ダメ参議案 義蓼なた。髪参豫ちら震鍾 毎
亀アルバイ ト機しみ鯰罐警 ,こ よれ ,∫、髪をな意しちで多通ガメ甕斃 ,こ案轟蒙幾多tLた ことがみか り
蓼貌た。嚢羅が好参でた鬱群こ家務から髪を轟す争ミダメ甕み ,こ だ :′家るえ、こ二等晉後をラミ
ガメ甕霧 してしちて家族の大燐さが分燿1っ たとしヽラス、安老誘蒻 ,二幾ら象櫂えt暮 ら,ニ ースで多
蓼甕家鋒てこられる人もたく萎んおられまなた。轟力が思ってもヽた家豊 ,こ 、多機な幸象参躍っ
て多魏がラミガメと議 してもちたことが後ら拷ち,こ なり蓼なた。

:墓 , 今後やラ宏
脅攀の考鍼 ,こ よって、え蒻斃 :駈髪え して参亀少なくとも急髪多やア農ラミダメを饉蒻す辱こ

とができ護蓼亀多燿鷲、こり鶏域で夏ルたもなるこか :サて霧髪 移てしlTと 、かをつの確率で多数死
す櫂ことが多髪墓れること推Lら 、これら参後鷺蒻こ象髪することなア鶏参ミガメの象髪 :こ甕霊鋒
参議姦が●ゥたこと:彦甕んLですを憾轟多鯰参髪 ,多 んL審 て発象務後ゃ麦霧鍾で各たをな推t懇 、嚢
を考鐘攀稚髪 多角の数十分券― ,こ髪蓼牽数多蒻って纂移夕をここ家奪 ,多髪蓼 ,こ 多てもL鶴 髪諺

'多

:参 髪多後と予蓼薯れます。こ券霧夕葬霧の一つ:班塚葬藉斃 ,裏 葬 :サ 4孝教死が匁ると考えて
葬扮蓼すやて、今難のような機嚢が髪を奏すた ,多、それらの多纂毛でや霧躁亀隧えてくること
が残舞墓象蓼す。また、擁石蒙惨%葬などで録彦葬亀復麗することが霧舞夢れ蓼笞を

持葬雀蒻秒予ゲーン,嚢 、サミガメ参髪鵜て家筵 ,こ 逓を1蒻場で多奮す乙ことがで参t孝髪鯰 ,こ

多脅 ,こ鐘 毎てしたる斃設でした,こ の鍵数の後震を誇してしたただ纂亀杉葬多:筆務多彩躊彦を多 義
多すを贅咸湾了験惨な雛睦了幾分の機 各懇L耀壌 ,こ髪ゑ 参亀参義〃ノ多―輯軋:こ髪髪書をみ雲み
:蓼 .髪葬で場義てゃ誠みです多一方、髪簸家鰺,こ 難髪券匁ろんプを多蓼 摯.摯多す4斃後 ,多 家
攀など:=:護存在 し、承発うこ%髪髪舒参舞こなってうち多すか%参る ,こ :多 曇券多シこ蒻彰髪多重藝
髪参鯵多する多数鐘多ったく匁了多彗4,舞葬拳鯰髪が蒻影屹堆了多彩:=鬱 多徘髪をしう髪後毅ち
これ多で多勇鶴亀:そ珍鍵亀匁等多ならで参た多毅燿L参 .考髪笏参亀ガノ多彩多眩 うで,毛彰蒻
髪甕0,こ 多家する髪鍵を整 ,義 匁る勇と参ィラ多多多勇寡多彩 :こ毛%義 てしたえだ髪亀参Lと 蓼ちら多夕を

み髪舒 ,こ :多多葬多. う多;食貌拷れィz誓 ア甕多髪彫後髪たん多争プデ讐燿フーズ 4を,拳
多くや杉葬多角炸拷奏窄寛多多髪 ,′ て多曇をって多替多′ぅな多うち通券髪けをみ幾 多るうちて
た舜 :二 .を み:裏 多くや力をや石玄形を多彩をしを.た 多多すを         4Й ,名魃多多 :



参義ダメ燒甕量 (ポランティア)の募集

舞本参ミガメ機議会で鐘下議の進 呼～ウミガメのM奎員を

募集 してしヽます。

自然の中でウミガメに鼈れてみたしヽと難L季 方縁ご参鰺を

舞持ちしています。

ゑ は所/雄参

髭 み孝み条みな′‐1町

多舅から,辱 ,こ ん'け てアカウミガノみを多F髪多の手多い

をお姦いしますじ

夜、多二を歩をヽて 担陸′ろ芳ノキ%化する子ガメ参蒻査を

行います。

2 姦無集室戸率

峯幸実燿。手霧 岩午後 :こ ある室髯髭の接髪 :こ 立会い、一緒に携れる

クミガメの読査を行い、葬教競漉 します。霧早い七事ですが、旅葬さん

:こ新雑なゑをもらえることもあります。

多 ´耗条九重秦考多柔島
孝会

`=異

み多島多究者の業務を手なつて■ただきなん重ら、

多ゲ,蒸多 :二 らる多曇でクミガノ多奎を″って,|た だきます=′
たクtガメみみならずサンゴ多寿豊密をどうメラ髪しくなれま

す。

薇 瞼魃
現地までの交毛費とそれぞれの燿数の笈燿

～
が必要となります多みなべ髪室戸での看多 ,■ 、多髪 :こ 大霧

多多島 教 方蓄クでの読萎会:鯵難 してしヽただきま彰_

/‐ 姥後愛燿多
みなべZ毛宿維費・食脅1う待聾/Z舞 、室戸墓塚多維脅500霧/1葬 .累為孝究所密恭脅iう各馨/1舞

=

氣 燿衿蝙
年を機蓼歳以上. 1,i嬢 甕薙 :こ 5髪 以上考在爾後を考.2′ 多:こ つしヽて嫁 2燿 羅象上移多 巧羞な方参考象 を

します。またL彦 :こついて ,■ 察家躍孝で行かれた方が髪孝議ですを

多 しく義久甕多多島までご燿多 くだみをし

メール iず髪機 l多雛を,多 r多    電髪  をアク移ろ4-多多多う   ファプクス を72´ 移多ケ 0う 3多



攀駿 り数難tttIの ご案難

多 権理
聘 オ リジナノ♭工議パ ック 325舞 (稜込み )

議会オブジナルのエンパックが多場しました。

片篠 :こ まま子ガメが務へと葬立っていく姿が霧かれて,1ま す。摯ンピニそ多段のちょっとした舞繁い

場 :こ ご孝電燿でなるよう、少 し/J・ さ録のエコパックです。ちちろん.た たんでセカンドバックなどな

入れておくこともできます。

テイタン象  2C cttX 3 2c菫 名堆に無のイラス トです

メール・faxの絶、シーター トル グブダ シ多ップでのご髪λが可能です。詳しくなタベージを

ご覧Tを i tc

は理
鰺魂代を生きるた線の生晰撃の基髪 亀鋳症構 著 賃書籍鷲

2,1縫舞 (畿込み )

努本ウミガメ多議会会長の亀鏡の多いたこ発本 :i、 教多多というようち髪み脅か1,しれません。

髪イtを生を抜くため:こ まま生後学的を考え方が必要ですtなぜ場伝子組み後え作物が脅筵なのか、

3NAキ ES権斃とすま何か、髪rtの 人輩社会こ動物社会学的になどみ真うな位脅づけにあるのか.

ス鍛なぜ霧尿窮今家風
~悩

をのか多々の霧髪な生物を孝んで考える必要があります4つまり、生

きていく:こ は生彩学鋳悪考ができなしたと後をする時itな のです。ところが、多校の生i物 :i鑑議の

棄露として扱われ、その本質を学んだスタまごく雀かです。こ1/J本 で:ま その本質をできるだけやさ

しく解説しています。

筆者な長年手続委 「河合多影でも生物を象えておう、その議義彙客ち務裁なので、受験勉強を舞

始する髪にその概要を学募本としても最逸です。本笈館の象奮篠や詩縫での生看、そしてラミガ

メ季究者を遅して考えた生物学なえ非、競れてみてください。 1,ち ろんクミガメt涎 彙墓てきま

すし、所々なおもしろい秦ラムちあります。

は獲
晰ウミガメ鐘護ノヽンドブック 雄書鰺露 舞0舞 (稚込み)

クミガメみ鬱数や麦′饉堆、維稼のた鏡をから象髪封策、現場実嬢ガイ ドなど、ウミガメキラミガ

メを取り巻く髪然そ文化を髪衆 ,こ残すたみに必要なことがわかりやすく多かれています。

笹孝溝統の 1孝で、この情霧み璽と多でら3を 考itかなり後機です :

クミガメがどうのような生活をしていて、どうしたら守ぅていくことがでなるのか、この本を統

んで考えてみませんか4

メープレ'i3欝雀、 |ル グッズ ショングでのご鯵スが可箋です。

|ボンマグネットを難ってな亀ガメ腋勒
警ボンマグネ ッ トとな ?
髪スすると全象多 郵́がチャリティ活動に充てられ、その彗動を支援する議として 「リボンマグネット圭を車 ,こ

員おるというちので、アメリカで,ますで,こ全土に渡って広く蓄及している、笹人参議形式のチャリティ看参です
`

みなたの愛
=な

ジボンマグネットを魏ってウミガメを守る活動をこ是葬、ご参離丁さいっ
霧多 :こ 、そバイルグッズに員みって務を守ろ看嚢支援に参雛する、ジボンステッカーち販売幸です.

ジボンマダネット ホヌシリ‐‐ズ:ま 、売上の一業を些会に,ソ ボンステフカー:ま 売上の一率を「サーフライダー
ファウンデーシ多ンジャバン奎 多舞本クミガメ蒻議会fの 2露毎′ヽ均等:鋳行されますぅ

ジ ボ ン マ ダ ネ ッ トの 詳 燿 :i 董 ″ (Lttp://移 7.rtt bし 参鏡 ag塗 をt.jp庵残こをス htttiク を ご 覧 ア さ い

ス 霧 髪agttttゑ髪多riιε社 リボ ン マ グ ネ ッ ト五 規 七 髪 霧  rs多 3時 ::才 :iLttメ /1黎 `解こsgroじ ク̀ ccグ で す 争

´髪多サ
=ガ

メ多彩参考4多売を発多多毎た,

魏 咸
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鰺院議t嬢 F竜 le=参鑢霧攀等参吻験導菫なた

餃宅で筵姦繹秒義ガグ支援

佗
写真鋳シルバーチヤームなど、
逢奎メンパー燿1多地で昆つ

`サ

た

グッズも霧クしてしヽます。:桑 ち
やt轟 琴ますので、み辱蜂

`こ

う

発会でな、Y鰺う3:″摩のホームページ上から、「クミガメ象を保全するための蓼査支援 J、

「産卵・発生環境 (多舞ラ保全プ舞ジニク ト理をテーマれフンクリック募全命お多いをしていますっ

γゑ発多多:態Ap奥奨 ワンク リック轟全 とるま?
Y簸多多犠響恵の率―ムベージ上から行えるインターネット姦金のことで、

多金のお礼な発会の髪察する璧紙をダクン薫― ドしてしヽただをすます。

(金額:i多|1露 ～iCを ,多00舞 (後込ラの象霧で寄付者が難室できますこ)

髪入金額
'こ

含まれる議脅税:ま筵途線税し、その菱脅税と舞額をY2三 oつ i

」A撼が機填

`な

てん〕 した後こ震繁へ基金いたします。

率 募 金 を す る :二 :多 、 7多長●多i:ゑ■を嗜 重多

`舞

料 )で の 諄 グ イ ン と 、

VttL●を:ク ォンフトヘの登録 〔舞み};が必要です。

今毛ガメ髪を多全するたみの議奎支援 孝を″多多分蕊奎 `多考

舞4種角でなう種のクミガノ甕が菟られます,そのうち 多毛までの交選費寺必要な資材脅りまた、全甕の協力弱

多 t―綾鈎な種凍孝ヴ|:そ雛毒・九修・持縫で産舞するア  移・タスヘ安し鶏す孝燿ノギスを稼姦姥霧″の第入など

ルクミガノです。しかし、1彗大手葬のアカウtガノが猛  ′二充てられます。

葬をしているのを多本の参髪しかなく、葬客・
‐
産葬する  髪漂老惨体の像を 髪奎

アカウtガノがいなくなるの家、北大手移からアルクミ  塚者協線を象あるための第多電霧露ステッカー脅黎家髪

ガメが1～ なくなることを孝舞しています。        そ髪こ考にかかる多尾、葬者多場までの交毛費・蒻甕髪脅

このアをクtガメを,豊 蓼みとしたク1ガメ数多12'04年  を像機髪隼参舞奮にかかる多鰤
'こ

寛てられます。

こな多菫多琢.2005年た義纂こ羨ち海影移へ死んで葬著して  髪秦髪
'こ

該つてみがつたクミガメ命窃登 '多護
しヽ多す。こうしたクt〃メ後を像金していくたみ

'こ

:i.  髪髪碁家したクtガ ノ多彩やえをおなどを震錐するた多の

を夢をするク■ガメがどれ
'多

どいる多か,死んだク
=ガ

 後費と共
'こ

、像後がZ,要なとき
'こ

許爾を教つた上で、政

メがどれ′
'Zど

し`ろのかなど、そ多髪禁を生機を擁ること  絃でなるよシこなるまで治髪するためのを驚
'こ

免てられ

が多要ですぅ                     ますt

多会で杉そうしたクミガメ多 :こ 霧する脅像を重く家み、

多全 :こ役立ててを.ま ブ
‐
.

お多か等した寡金な、グすのようなクミ〃メ多像多 ′

髪宏たかかる多発れ寃てられますこ

蟷嚢

～インターネット鑽～

イ ンター ネ ッ 夢 (バ 7毒 ン)でお重 しヽ鰺
葬孝ラミガメ協議会の後鉄するグッズメインターネットシ要フ

プでご髪スしヽただをするよう
`こ

なり多した多

多機ラミガメグッズ参ご家入
`ま

ちちろん、会髪参舞支携与Lや ご

欝猪:こ ちご警:震 をLただけます。これまで
`多

ご蒻入箕資を振琴込ん

でしヽただく必要がありましたが、気零:き 、各種クレジットでのお

支名りヽもできるようるこなびました。
れを4多 ://8多 彩tttrt:e3発 参董

一
歩ro」 ″ か ら ご 家 塞 く だ さ しヽ

ゥ

(甕 峯ウ義ガメ協議会の著から呼ンクして懇ヽます)

覆バ イル シ 鵞警ゾ 4携華貪議 )であ菫 しL魏

携華電霧姥～らも拿eatttrt i 3幹 o形3表 o多 :■ 7ク をスなても`ただく

ことがで孝ます。

多ttル i//6髪境イを:et発攀一多特 」多/ また
'多

変の後垂一 軒参髪み取
つてご察霧了暮奏っ

は理
義 インターネツ 葬轟金のが舞介

イ ンタ ー 率 フ 移 奎 トッ プ 器tt季 ブ /マ c:髪 t●夕Fy多れ,を 金● 」多/霧多 多t:参 グ シ

孝 髪 参 像 を 粂tt拳 :″すを:級葎t多

`イ

ァな黎をつ 発 聾グ を

'イ

税 ●多′●看 多 み移 イ をz・多シ

ラ 登ガ メ多 多多 金 す る た 為 最 髪 修 菫 髪

(ら t,ル ://フ を:呼峯tを多ィ ァ多発をを 多多 影多/髪多牟多4!を 発/馨参t多 ::/う 77'参 考/シ

ツ



ご多角を豪をLた方々

孝菫蒻彼  イア しっくす 多髪彰葬 孝本を進  4象 ,ソ ン ド′三‐―グ 多牙義箋
孝須移・予 石多孝こ孝 後率み子 鉾本笈二 後 蔵

′
″雰  `縁,ニイ姦後後 繊 毒

″な務
資を クヽスニ髪 4篠)舞 好協奈子 ヤアー

`稔

ウ ス本 ア 1菫  教孝登 参 舞多孝

考象纏贅尭 久舞 iみ ふ多文 残毛菫影ち子 主′::多髪 I=多筆参奪 永多友子
髪多毛ク 多彩生孝 多ィ鷲姿を 進鋒場子 機貫髪イt 線多窟 箸多充 ″f::鑑 多
髪蒻多髪 方 棄元後 ′:L多多多 雛 孝孝務 書参舞センター 舞了葬f鮮″ 字嫁免奪
髪 =移

一葬 後多清 孝 攀多竹 多 露克之

4髪4毒 ク後多:笏,ヱ舞7多 1を舅ヱ毒～2多纏年4彙 多ヱ葬まで

睾纂嬢鍮量腋勒不
(2参◎7奪鰺冬～踵謬議奪4鵞 家 議てシ

2舎参7年

1攀燿鯵葬  島後猿懇教島でアオクtガメ分解嘉
11耀 27舞   意家半島甕生生能シンボジウム ,こ て整待講疫
i3躍 多葬  無毎保護のた義袴戸空港 ,こ アカウミガメ放流
il彙 各舞  髪修毎多のた録詩好甕霧 :こ アルクミプメ教猛
12舅 l各 -1参 葬 第委魏 舞本シミガメ会議種子島会議の霧後
12彙 8露   葬戸蜜擁で保護 していたアカウギガメ各後を教沈
12月 i参一貫参葬 ノヽフイ :裏 て髭なプ竜毒五夢各アカウtジブメ薯要薙亥蒸づ響インに義葬努

彦参多拿
=尋豊躍 1参 舞  兵舞 鰺轟なて漂老髪体の議奎

i躍 17葬   甕弁県大飯箱 :こ でアオシミガメの調査
Z躍 多 纂 霧 第28舞甕難クミガメシンポジラムな参嬢 。発表 。理事会塞薙
重月 16萎   詩夢奎霧 :こ てウミガメのふれあい及び蘇 を実姥
3月 iO舞   「尭 ら務を守るシンポ :轟から参禁が義えそ つだ :」 で墓護舞葬 豊か

`鋳

:繊維集解覇率、主催 :難羅滲入璽肇警総合覆究所ウ
Ztt l霊 舞  修場合ゼ ミ参霧髪
隼舅 i碁 葬  篠轟象の実竣奪 舞参楚会舞斃 :こ で実渡奪を勇象で 「舞雛往 うみがあ

簿携霧簿窺咆裟会 :ラ ミガメ髪甕 募や年でみ鰺2っ たこと～美裟琴 鬱

え髪海難アルウtガメ鍛霧芽を潅そそ う～」を舞燿
4躍 i多 葬   ノLフ イで霧笹 みれたえ塞教府、菱霧久平影翠象髪管霧葬は全参

ウミガメ多甕甕員会 ,こ 筵斃
毛疑i努彦多葬 アースデイZ家 2参纏 ,こ プース鍵髪
4髭 2参 舞  多ZA贅言勇多ゑY2特客～姦麦鑢～がら参メプセージJ籍24確綴 i参貴数を

ピーチクソーーン■1佐の奥修),こ グス 夢参嬢
毛廃震 葬  髪 葬髪霧社主宰 「第参駆甕甕への象鏡愛」鯵三費 ,こ 薙霧

4富籍琴生後能多究会が受変)



3τ e魏籟鰺奪「ε募集攀

多毎 (SをιI.確 tl●魚拳 lシ 多lt'滋●象し″,`:■ 、 ク tガ メ と贅 :こ 生 を て ,‐ :フ
´
ろ 象然 、 多 孝多こう し` て 考 え 、

そろ多プΞ=孫髪活動
'こ

協力する人々の後まりです.

舞本ウミガノ多議会で4■ 、:発 会をサボー トしてくだ暮ろ
'7%,疑

じ
“
r`を %窄寡象 しております.

拷後グレお鮭り台いで、多熱が多子をな方、海が大好きな方、ク1〃 メこ露蒙をお持ちの方がおら

れましたら、そク、入会をお誘 ,ヽ アさい。
ス多全 :な し、年会脅 :修入会髪多ク10多

=:、

学生会多1,|1参 雇、:≡ 体会長 11・ 勢多:≡ 、行窺会髪1つ0,彗参裂

会長を丸 : オブジナルを三謹&グ ッズ、後鷲霧

箋警電議羅鬱ミガメステγ島一寺嚢奪

毛会で,ま 、少してマル多くt/1ク ミガメ舜惰霧を得るた4た、当会舜建多先がプリント

各れた多多電孝雇クミガメステッカーを鍾なしています.翼在、金 ,多・孝・縁・資
の 5亀が為ります,tし、海孝キ海でクミカメ多之′彩そ確体を見つ′,た特:■ 、これを

見て%嘉≠事二お電議 Fさ い.

ステブ:カ ーを貫″つてくだきる方、お友達 l‐ 駆こつていただける方 ,■ 、必要複数をご議
ゑグレ菫、率を疑努手を鶏つた返竹躍″衝をお選多丁さい。また.こ のステプルーを多崚
するための募登 i手 募つておりま考.

皆様寿ご協力をお影いします。

霧
業

後 菱

まずな管線にお読び致します。今羅も発行が大幅に12_れ、ようやくお手元 :こ震けることが

できました。今議の権容うま審つもより濃 くなってしヽますので、それで舞許 じ震けれ :ボ ありが

たいのですが ''・
発行が選れてしヽ4毒 :こ 、各地から産纂が始まつたとの連絡が入りだしました。今シーズン

まま今のところ鑑議な機子。このまま産葬糞数が増えてしヽくことを雛つてやみません。そうしヽ

え:載最近、変わった建絡がありました。1:1で ラミガメが死んでしヽるとしヽうのですっなゼ′!::=

ラミガメが ?河議から:2機 も上流だとのことを急もヽで現場の香′:|へ草を走らせました。議査

の結票、人の手で蓬れてこられたことなど、色々なことが分かりました。警 :ま 琴現場で髪ベ

るとしLう こと:ま事実や本質をallる 上で重要です。また、今義の蒻査で:ま 多くの人の協力があ

り、善:こ :ま生事を善断 して手猛つてくれた人たちもしヽましたをそうなた番′::のスの優 なさや、

該嬢うどんのおしヽしさも簸ることもできたのです c

墓て、議 :ま変お りますが、マリンター ト予一轟窯霧で,裁蓑舞録絵を募集 懇てしヽ家すを葬式

:彦舞 :こ 轟な家せんので、舞気議 :こ 霧本幸ミガメ協議会事務島まで糞選 り下さしたこ

多孝幸ステッ多―

轟纂髪髪 :裏葎 孝

マ ジンター トラー (葬 本 クミガメ多彩会後舞誌シ

舞
行

行発

発

Z粂律年餐躍 i募 舞

舞本 クtガメ多彩金

〒募7尋 -4多 :毎募 ジモ甕IZτる贅ザプ嚢考夕をみユラi猛:´募―,71葬 彰を2

露三百多i多 72-客多毛一参彩彰纂            アえ掌 舎7産一葬各毛―幸募墓基

曹董:メ  141シ ://77了 `し髪 :彰多髪争.幸 FΞ  重
~彩

象:: :発 f争奪態z:ga髪 争`多
=・
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